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(57)【要約】
【課題】光源の発光を検出して撮影処理を行なうこと。
【解決手段】制御装置１０４は、画像内から特定の光源
の特定の発光パターンを検出し、検出した光源に合焦す
るように合焦制御を行う。そして、制御装置１０４は、
光源に合焦した状態で撮影処理を行なって画像データを
取得し、画像データを記録した画像ファイルを生成する
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体像を撮像して画像データを取得する撮像手段と、
　前記撮像手段で取得した前記画像データに基づいて生成された画像内から特定の光源の
特定の発光パターンを検出する検出手段と、
　前記検出手段により検出した前記光源に合焦するように合焦制御を行う合焦制御手段と
、
　前記合焦制御手段による合焦制御によって前記光源に合焦した状態で撮影処理を行なっ
て、前記撮像手段が取得した前記画像データを記録した画像ファイルを生成する撮影手段
とを備えることを特徴とするカメラ。
【請求項２】
　請求項１に記載のカメラにおいて、
　前記検出手段が検出対象とする前記特定の光源および前記特定の発光パターンの設定を
受け付ける受付手段をさらに備えることを特徴とするカメラ。
【請求項３】
　請求項２に記載のカメラにおいて、
　前記受付手段は、実際に発光された光源の発光パターンを検出し、検出した発光パター
ンを前記特定の発光パターンとして設定することを特徴とするカメラ。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか一項に記載のカメラにおいて、
　前記検出手段が前記画像内から前記特定の光源を検出した場合には、前記撮影手段が撮
影を行う前に、前記特定の光源の検出が完了したことを使用者に報知する報知手段をさら
に備えることを特徴とするカメラ。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載のカメラにおいて、
　前記カメラは、セルフタイマを用いて前記撮影手段による撮影タイミングを決定するセ
ルフ撮影機能をさらに備え、
　前記セルフ撮影機能は、前記検出手段が前記特定の光源の前記特定の発光パターンを検
出した後に、前記セルフタイマの計時を開始することを特徴とするカメラ。
【請求項６】
　請求項５に記載のカメラにおいて、
　前記セルフ撮影機能は、前記合焦制御手段による合焦制御によって前記光源に合焦した
ことを検出した後に、前記セルフタイマの計時を開始することを特徴とするカメラ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カメラに関する。
【背景技術】
【０００２】
　次のようなカメラが知られている。このカメラは、セルフモードにおいて、使用者がリ
モコンのシャッターボタンを押すと、リモコンからレリーズ信号を示す信号光が発せられ
、カメラは、信号光を受光したときに撮影を行う（例えば、特許文献１）。
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－１５９８８８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来のカメラでは、セルフモードで撮影を行う場合には、使用者はピン
トがどこに合っているかを確認することができないため、使用者自身にピントが合ってい
ない状態で撮影が行われてしまう可能性がある。
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【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明によるカメラは、被写体像を撮像して画像データを取得する撮像手段と、撮像手
段で取得した画像データに基づいて生成された画像内から特定の光源の特定の発光パター
ンを検出する検出手段と、検出手段により検出した光源に合焦するように合焦制御を行う
合焦制御手段と、合焦制御手段による合焦制御によって光源に合焦した状態で撮影処理を
行なって、撮像手段が取得した画像データを記録した画像ファイルを生成する撮影手段と
を備えることを特徴とする。
　本発明では、カメラは、検出手段が検出対象とする特定の光源および特定の発光パター
ンの設定を受け付ける受付手段をさらに備えるようにしてもよい。
　受付手段は、実際に発光された光源の発光パターンを検出し、検出した発光パターンを
特定の発光パターンとして設定するようにしてもよい。
　本発明では、カメラは、検出手段が画像内から光源を検出した場合には、撮影手段が撮
影を行う前に、光源の検出が完了したことを使用者に報知する報知手段をさらに備えるよ
うにしてもよい。
　本発明によるカメラは、セルフタイマを用いて撮影手段による撮影タイミングを決定す
るセルフ撮影機能をさらに備え、セルフ撮影機能は、検出手段が特定の光源の特定の発光
パターンを検出した後に、セルフタイマの計時を開始するようにしてもよい。
　セルフ撮影機能は、合焦制御手段による合焦制御によって光源に合焦したことを検出し
た後に、セルフタイマの計時を開始するようにしてもよい。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、光源に合焦した状態で撮影を行うことができるため、使用者が光源を
所持してカメラに向けて発光することにより、使用者自身に合焦した画像を得ることがで
きる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　図１は、本実施の形態におけるカメラの一実施の形態の構成を示すブロック図である。
カメラ１００は、操作部材１０１と、レンズ１０２と、撮像素子１０３と、制御装置１０
４と、メモリカードスロット１０５と、モニタ１０６とを備えている。操作部材１０１は
、使用者によって操作される種々の入力部材、例えば電源ボタン、レリーズボタン、ズー
ムボタン、十字キー、決定ボタン、再生ボタン、削除ボタンなどを含んでいる。
【０００８】
　レンズ１０２は、複数の光学レンズから構成されるが、図１では代表して１枚のレンズ
で表している。撮像素子１０３は、例えばＣＣＤやＣＭＯＳなどのイメージセンサーであ
り、レンズ１０２により結像した被写体像を撮像する。そして、撮像によって得られた画
像信号を制御装置１０４へ出力する。制御装置１０４は、撮像素子１０３から入力された
画像信号に基づいて画像データを生成し、さらに画像データを格納した所定の形式の画像
ファイルを生成して、メモリカードスロット１０５へ出力する。
【０００９】
　メモリカードスロット１０５は、記憶媒体としてのメモリカードを挿入するためのスロ
ットであり、制御装置１０４から出力された画像ファイルをメモリカードに書き込んで記
録する。また、メモリカードスロット１０５は、制御装置１０４からの指示に基づいて、
メモリカード内に記憶されている画像ファイルを読み込む。
【００１０】
　モニタ１０６は、カメラ１００の背面に搭載された液晶モニタ（背面モニタ）であり、
当該モニタ１０６には、メモリカードに記憶されている画像やカメラ１００を設定するた
めの設定メニューなどが表示される。また、制御装置１０４は、使用者によってカメラ１
００のモードが撮影モードに設定されると、撮像素子１０３から時系列で画像を取得して
モニタ１０６に出力する。これによってモニタ１０６にはスルー画が表示される。



(4) JP 2010-41292 A 2010.2.18

10

20

30

40

50

【００１１】
　制御装置１０４は、ＣＰＵ、メモリ、およびその他の周辺回路により構成され、カメラ
１００を制御する。なお、制御装置１０４を構成するメモリには、ＳＤＲＡＭやフラッシ
ュメモリが含まれる。ＳＤＲＡＭは、揮発性のメモリであって、ＣＰＵがプログラム実行
時にプログラムを展開するためのワークメモリとして使用されたり、データを一時的に記
録するためのバッファメモリとして使用される。また、フラッシュメモリは、不揮発性の
メモリであって、制御装置１０４が実行するプログラムのデータや、プログラム実行時に
読み込まれる種々のパラメータなどが記録されている。
【００１２】
　制御装置１０４は、使用者によってカメラ１００のモードがセルフモードに設定された
場合には、セルフタイマを用いた撮影を行う。本実施の形態におけるカメラ１００では、
使用者は、操作部材１０１に含まれるレリーズボタンを押下したときにセルフタイマによ
る計時を開始し、所定時間後に自動的に撮影を行う通常のセルフモードと、カメラ１００
から離れた位置からカメラ１００に対して信号を送ることによってセルフタイマによる計
時の開始タイミングを指示し、その指示タイミングから所定時間後に自動的に撮影を行う
遠隔指示用のセルフモードとのいずれかを選択することができる。
【００１３】
　使用者によって通常のセルフモードが選択された場合の制御装置１０４による処理は、
公知の処理であるため説明を省略し、本実施の形態では、使用者によって遠隔指示用のセ
ルフモードが選択された場合の制御装置１０４による処理について説明する。
【００１４】
　本実施の形態では、使用者は、発光部を有する装置を所持し、この発光装置を用いてカ
メラ１００に向けて光を照射することによって、カメラ１００に対して信号を送り、セル
フタイマによる計時の開始タイミングを指示する。発光部を有する装置としては、例えば
、懐中電灯、レーザーポインタ、または被写体を照明するためのＬＥＤを搭載した携帯電
話などが用いられる。または、カメラの付属品またはオプション品として提供される専用
の発光装置を用いてもよい。
【００１５】
　制御装置１０４は、使用者によって遠隔指示用のセルフモードに設定されると、撮像素
子１０３を介して入力される画像信号に基づいて生成した画像データ内に存在する特定の
光源の光源像を検出する。そして、制御装置１０４は、時系列で入力される複数フレーム
でその光源像の発光状況を検出することにより、特定の光源が、あらかじめ設定された特
定の発光パターンで発光しているか否かを判定する。
【００１６】
　制御装置１０４が特定の光源として検出する光源をどのような光源とするかについては
、使用者によってあらかじめ設定されている。例えば、使用者は、光源の種類（例えば懐
中電灯やレーザーポインタなど）、光源の色（赤色、青色、白色など）などを組み合わせ
て設定することにより、検出対象とする特定の光源を設定する。
【００１７】
　また、特定の発光パターンは、光源を発光させる時間（発光時間）と、その発光時間内
における光源の点灯または点滅回数（発光回数）とによって決定され、使用者は、あらか
じめセルフタイマによる計時の開始タイミングを指示するための信号とする発光パターン
を設定しておく。例えば、使用者は、光源を５秒間に５回点滅させることを光源の発光パ
ターンとして登録しておく。そして使用者は、上記特定の光源をあらかじめ設定した発光
パターンで発光させることによって、カメラ１００に対してセルフタイマによる計時の開
始タイミングを指示する。
【００１８】
　例えば、使用者は、光源を５秒間に５回点滅させることを発光パターンとして設定した
場合には、カメラ１００を撮影地点に設置してカメラ１００のモードを遠隔指示用のセル
フモードに設定した後、自分自身は被写体位置に移動する。そして、使用者は、被写体位
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置において発光装置を用いて光源を５秒間に５回点滅させることによってセルフタイマに
よる計時の開始タイミングを指示する。
【００１９】
　なお、このように使用者が特定の光源と特定の発光パターンとをあらかじめ設定できる
ようにしたのは、使用者からの信号以外の光源の発光をセルフタイマによる計時の開始指
示として誤検出しないようにするためである。例えば、このように特定の光源の特定の発
光パターンを固定として使用者が設定できないようにした場合には、撮影地点に存在する
イルミネーション照明や看板照明などが、特定の光源と一致し、かつ特定の発光パターン
と同一の発光パターンで発光していた場合には、制御装置１０４がそれらの照明の発光を
使用者による指示と誤検出してしまう可能性がある。本実施の形態では、このような問題
を解消するために、使用者があらかじめ特定の光源と特定の発光パターンとを設定できる
ようにしている。
【００２０】
　なお、特定の光源の特定の発光パターンの設定方法としては、使用者は、メニュー画面
上で設定画面を呼び出し、当該設定画面上で設定を行う。例えば、設定画面上では、使用
者は、光源の発光時間（例えば５秒間）および光源の発光回数（例えば５回）を複数の候
補の中から選択して設定できるようにする。あるいは、使用者が発光時間と発光回数を任
意に入力できるようにしてもよい。また、使用者は、発光時間を５秒間とし、発光回数を
１回とすることにより、特定の発光パターンを点滅ではなく、５秒間の点灯と設定するこ
ともできる。
【００２１】
　同様に、使用者は、特定の光源についても設定画面上で設定を行うことができる。例え
ば、使用者は、設定画面上で光源の種類（例えば懐中電灯やレーザーポインタなど）や光
源の色（赤色、青色、白色など）を設定することにより、特定の光源を設定することがで
きる。
【００２２】
　制御装置１０４は、画像データ内で検出した特定の光源があらかじめ設定された特定の
発光パターンで発光したことを検出したときにセルフタイマの計時を開始し、計時開始か
ら所定時間経過後、すなわちセルフタイマの設定時間が経過した後に撮影を行なって上述
した画像データを取得して画像ファイルを生成する。
【００２３】
　このとき、本実施の形態では、制御装置１０４は、画像内に特定の光源が存在すること
を検出した時点で、その光源に対して合焦するようにＡＦ（オートフォーカス）処理を実
行する。例えば、制御装置１０４は、図２に示すように被写体（使用者）２ａが発光装置
を発光させることによって画像内で検出された高輝度点２ｂを特定の光源として検出した
場合には、この高輝度点２ｂに合焦するようにＡＦ処理を行う。
【００２４】
　具体的には、制御装置１０４は、高輝度点２ｂを撮像したことにより得られる高輝度信
号に対して、輝度範囲が最も狭まる（狭帯化する）ようにレンズ１０２に含まれるフォー
カスレンズを駆動することによって高輝度点２ｂに合焦させる。すなわち、制御装置１０
４は、高輝度点２ｂの輝度範囲が図３に示す符号３ａに示すように画像内で広範囲に広が
っている場合には、高輝度点２ｂに合焦していないため、フォーカスレンズを輝度範囲が
狭まる方向へ移動させる。そして、制御装置１０４は、高輝度点２ｂの輝度範囲が符号３
ｂに示すように画像内で最も狭くなったときに高輝度点２ｂに合焦したと判定して、その
ときのフォーカスレンズ位置を合焦レンズ位置として決定する。
【００２５】
　これによって、制御装置１０４は、使用者が持っている発光装置の発光部、すなわち特
定の光源にピントを合わせることができる。そして、制御装置１０４は、上述したように
特定の光源が特定の発光パターンで発光したことを検出してから所定時間経過後に撮影を
行うため、特定の光源にピントが合った状態で撮影を行なって上述した画像データを取得
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して画像ファイルを生成することができる。換言すれば、発光装置を所持している使用者
に自動的にピントを合わせて撮影を行うことができる。
【００２６】
　以下、図４に示すフローチャートを用いて、本実施の形態における制御装置１０４の処
理の流れを説明する。図４に示す処理は、使用者によって、カメラ１００のモードが上述
した遠隔指示用のセルフモードに設定されると起動するプログラムとして、制御装置１０
４によって実行される。
【００２７】
　ステップＳ１０において、制御装置１０４は、検出対象とする特定の光源および特定の
発光パターンの設定変更が使用者から指示されたか否かを判断する。例えば、使用者は、
操作部材１０１を操作することによりモニタ１０６上にメニュー画面を表示し、メニュー
画面上で「設定変更」の項目を選択することによって、特定の光源および特定の発光パタ
ーンの設定変更を指示することができる。ステップＳ１０で肯定判断した場合には、ステ
ップＳ２０へ進み、制御装置１０４は、モニタ１０６上に上述した設定画面を表示して使
用者による設定の変更を受け付け、受け付けた内容で既存の設定内容を更新してステップ
Ｓ３０へ進む。これに対して、ステップＳ１０で否定判断した場合には、そのままステッ
プＳ３０へ進む。
【００２８】
　ステップＳ３０では、制御装置１０４は、使用者によって光源が発光されることによっ
て、図２に示したように画像内から特定の光源の高輝度点２ｂを検出したか否かを判断す
る。否定判断した場合には、ステップＳ９０へ進み、制御装置１０４は、使用者によって
、セルフモードが遠隔指示用のセルフモードから通常のセルフモードに切り替えられたか
否かを判断する。否定判断した場合には、ステップＳ３０へ戻って処理を繰り返す。これ
に対して、肯定判断した場合には、ステップＳ１００へ進む。
【００２９】
　ステップＳ１００では、制御装置１０４は、カメラ１００のセルフモードを通常のセル
フモードに切り替えて、処理を終了する。なお、この場合には、以後、制御装置１０４は
通常のセルフモード時の処理（公知の処理）を実行する。そして、使用者によって再度遠
隔指示用のセルフモードに切り替えられた場合に、図４の処理を開始する。
【００３０】
　これに対して、ステップＳ３０で肯定判断した場合には、ステップＳ４０へ進む。ステ
ップＳ４０では、制御装置１０４は、上述したように、フォーカスレンズを駆動させて高
輝度点２ｂに合焦するようにＡＦ処理を実行する。その後、ステップＳ５０へ進み、制御
装置１０４は、セルフタイマのランプ（セルフランプ）を所定回数点滅させて、使用者に
光源の発光を検出したことを報知する。なお、制御装置１０４は、セルフランプではなく
、ＡＦ補助光を所定回数点滅させることにより使用者に光源の発光を検出したことを報知
するようにしてもよい。
【００３１】
　その後、ステップＳ６０へ進み、制御装置１０４は、ステップＳ３０で検出した高輝度
点２ｂがあらかじめ設定された所定時間の間、あらかじめ設定された発光回数だけ発光し
たか否か、すなわち特定の光源が特定の発光パターンで発光したか否かを判断する。否定
判断した場合には、上述したステップＳ９０へ進み、制御装置１０４は、ステップＳ９０
およびステップＳ１００の処理を実行した後、処理を終了する。これに対して、ステップ
Ｓ６０で肯定判断した場合には、ステップＳ７０へ進む。
【００３２】
　ステップＳ７０では、制御装置１０４は、セルフタイマの計時を開始する。このとき、
通常のセルフタイマ撮影の場合と同様に、制御装置１０４は、セルフランプの点滅を開始
して、セルフタイマが起動したことを使用者に報知する。その後、ステップＳ８０へ進み
、制御装置１０４は、セルフタイマの計時を開始してから所定時間経過後、すなわちセル
フタイマの設定時間が経過した後に撮影を行って、処理を終了する。
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【００３３】
　以上説明した本実施の形態によれば、以下のような作用効果を得ることができる。
（１）制御装置１０４は、画像内から特定の光源の特定の発光パターンを検出し、検出し
た特定の光源に合焦するように合焦制御を行う。そして、制御装置１０４は、特定の光源
に合焦した状態で撮影処理を行なって画像データを取得し、画像データを記録した画像フ
ァイルを生成する。これによって、特定の光源に合焦した状態で撮影を行うことができる
ため、使用者が特定の光源を有する発光装置を所持してカメラに向けて発光することによ
り、使用者自身に合焦した画像を得ることができる。
【００３４】
（２）制御装置１０４は、検出対象とする特定の光源および特定の発光パターンの使用者
による設定を受け付けるようにした。これによって、使用者によって設定された特定の光
源が特定の発光パターンで発光したときにセルフタイマによる計時を開始するため、使用
者が意図しない他の光源が発光がセルフタイマによる計時の開始指示として誤検出される
ことを防止することができる。
【００３５】
（３）制御装置１０４は、画像内から特定の光源を検出した場合には、撮影を行う前にセ
ルフランプまたはＡＦ補助光を点滅させて、使用者に光源の発光を検出したことを報知す
るようにした。これによって、使用者は、光源の発光がカメラ１００によって正常に検出
されていることを把握することができる。
【００３６】
（４）制御装置１０４は、画像内から特定の光源の特定の発光パターンを検出した後に、
セルフタイマの計時を開始するようにした。これによって、使用者から発せられる信号に
応じてセルフタイマの計時を開始することができる。
【００３７】
―変形例―
　なお、上述した実施の形態のカメラは、以下のように変形することもできる。
（１）上述した実施の形態では、使用者は、特定の発光パターンを設定するために光源の
発光時間、発光回数を任意に設定できるようにした。さらに特定の光源を設定するために
光源の種類や光源の色も設定できるようにした。そして、制御装置１０４は、使用者によ
る設定内容に基づいて、画像内から特定の光源の特定の発光パターンを検出することによ
って、セルフタイマによる計時の開始タイミングを検出する例について説明した。しかし
ながら、使用者は、セルフタイマによる計時の開始タイミングを指示するための発光パタ
ーンで実際に光源を発光させ、制御装置１０４は、このときに撮影した画像を解析して光
源および発光パターンを特定することによって、特定の光源と特定の発光パターンを設定
するようにしてもよい。これによって、使用者は、面倒な設定を行うことなく、簡易に特
定の光源および特定の発光パターンを設定することができる。
【００３８】
（２）上述した実施の形態では、制御装置１０４は、画像データ内の特定の光源が特定の
発光パターンで発光したことを検出した場合にセルフタイマによる計時を開始し、それか
ら所定時間経過後、すなわちセルフタイマの設定時間が経過した後に撮影を行う例につい
て説明した。しかしながら、制御装置１０４は、画像データ内の特定の光源が特定の発光
パターンで発光したことを検出した場合には、セルフタイマの設定時間の経過を待たずに
撮影を行ってもよい。これによって、使用者を待たせずに撮影を行うことができる。また
、この場合には、使用者によって発光された光源の最後の発光（点滅）が終了し、最後の
発光が消えたことを検出したときに撮影を行うことが好ましい。これによって、画像内に
光源が写りこむことを防ぐことができる。なお、最後の発光が消えたことを検出する前に
撮影を行うようにした場合には、画像内に移り込んだ光源を画像処理で自動的に消去する
ようにしてもよい。
【００３９】
（３）上述した実施の形態では、制御装置１０４は、画像内に特定の光源を検出したとき
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ーンで発光したことを検出したときにセルフタイマの計時を開始する例について説明した
。しかしながらこれに限定されず、制御装置１０４は、例えば、発光回数が５回に設定さ
れている場合には、特定の光源が２回点滅したことを検出した時点でＡＦ処理を行い、５
回点滅したことを検出したときにセルフタイマの計時を開始するようにしてもよい。
【００４０】
（４）上述した実施の形態では、制御装置１０４は、画像内から特定の光源の高輝度点２
ｂを検出することによって特定の光源を検出する例について説明した。しかしながら、カ
メラ１００が測光センサを別途搭載している場合には、制御装置１０４は、測光センサか
らの出力に基づいて特定の光源を検出するようにしてもよい。
【００４１】
（５）上述した実施の形態では、制御装置１０４は、画像内で輝度範囲が最も狭くなるよ
うにフォーカスレンズを駆動することによって高輝度点２ｂに合焦させる例について説明
した。しかしながら、カメラ１００が焦点検出用のセンサを別途搭載している場合には、
制御装置１０４は、焦点検出用のセンサにより生成された焦点検出信号に基づいてフォー
カスレンズを駆動させ、高輝度点２ｂに合焦させるようにしてもよい。
【００４２】
　なお、本発明の特徴的な機能を損なわない限り、本発明は、上述した実施の形態におけ
る構成に何ら限定されない。また、上述の実施の形態と複数の変形例を組み合わせた構成
としてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】カメラ１００の一実施の形態の構成を示すブロック図である。
【図２】画像内で検出される高輝度点の具体例を示す図である。
【図３】高輝度点への合焦例を示す図である。
【図４】制御装置１０４による処理の流れを示すフローチャート図である。
【符号の説明】
【００４４】
１００　カメラ、１０１　操作部材、１０２　レンズ、１０３　撮像素子、１０４　制御
装置、１０５　メモリカードスロット、１０６　モニタ
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